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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

 本論では、現代中国の民衆社会（浙江省寧波市と広東省広州市）において、その中国社会主義

イデオロギーが如何にとらえられているかについて観察し、彼らがその只中を明らかに抵抗する

でも、完全なる支持でも迎合でもなく、いかに生きているのかという 
「民衆の政治的行為」の様相について論じている。先行研究では文献研究やアンケート調査が主

であったのに対し、本研究では参与観察と聞き取りというエスノグラフィー的手法を用いてアプ

ローチをし、「中国社会主義イデオロギー」と「民衆の政治的行為」の相互関係を考察している。  
本論では参与観察や聞き書きを用いて 4,069 名に行い、共産党入党ということが「三好学生」

「優秀大学生」「三下郷」などの評価が学生たちにどのように受け取られているのか、また毛沢東

の表象が民衆の間でどのように受け取られているのかを研究し、ソトから見える中国共産党の姿

（政治的閉鎖空間）を民衆の多様な視線(場所、世代、社会階層、党員／非党員)からとらえなお

すことに成功している。  
よって，本論文は博士（人間環境学）の学位に値するものと認める。 

 


